
(2)ゆずり葉だより　新春・第５０号平成２０年２月１５日

逆
瀬
台
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
則

逆
瀬
台
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
則
改
正
の
基
本
方
針

別表Ⅰ( 第５条関係）別表Ⅱ( 第６条関係）

備考　役員数は、３０１戸数以上２名、
　　　３００戸数以下１名、の基準に
　　　より算定する。

                                役員数 

逆瀬台自治会　　　　　　　　　　２(名 )

光ガ丘自治会　　　　　　　　　　２

阪急青葉台自治会　　　　　　　　２　　

宝梅園団地自治会　　　　　　　　１　　　

ゆずり葉台自治会　　　　　　　　１　

逆瀬台２丁目自治会　　　　　　　１　

阪急逆瀬台アヴェルデ管理組合　　２

団地管理組合法人逆瀬川グリーンハイツ　  ２

逆瀬川マンション団地管理組合法人     １ 

逆瀬川パークマンション管理組合  １

逆瀬台住宅管理組合　　　　　　　１ 

宝塚西山住宅管理組合　　　　　　１　　

阪急逆瀬台マンション管理組合　　１　　

シャンティー逆瀬川管理組合　　　１　

         　合　　計             　  １９

自治会及びマンション管理組合

（
事
務
局
）

第
８
条

　
　
　

構　
　
　

成　
　

員
数　
　
　

担　
　

当　
　

業　
　

務

　
　

事
務
局
長　
　
　
　

１
名　

事
務
局
を
総
括
し
会
長
を
補
佐
す
る
。

　
　

広
報
委
員　
　
　
　

２
名　

広
報
紙
の
発
行
及
び
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
情
報
・
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
業
務
を
行
う
。

　
　

書
記
委
員　
　
　
　

２
名　

書
記
業
務
及
び
庶
務
業
務
を
行
う
。

　
　

経
理
委
員　
　
　
　

１
名　

経
理
業
務
を
行
う
。

　
　

専
任
経
理
委
員　
　

 
―
 

　

必
要
に
応
じ
、
特
定
事
業
の
経
理
業
務
を
行
う
。

　
　

施
設
委
員　
　
　
　

１
名　

逆
瀬
台
小
学
校
及
び
逆
瀬
台
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
内
の
本
会
の
関
係
施
設
及
び
備
品
の
管
理
業
務
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
活
動
局
）

第
９
条

　
　
　

構　
　
　

成　
　

員
数　
　
　

担　
　

当　
　

業　
　

務

　
　

活
動
局
長　
　
　
　

１
名　

活
動
局
を
総
括
し
、
会
長
を
補
佐
す
る
。
域
内
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
活
動
団
体
の
登
録
申
請
の
受
付
、
審
査
及
び
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
並
び
に
登
録
団
体
・
個
人
と
の
連
携
、
調
整
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
に
係
る
業
務
を
行
う
。

　
　

活
動
委
員　
　
　
　

10
名
以
下　

活
動
局
長
の
補
佐
業
務
を
行
う
。

（
会
計
監
査
）

第
10
条

　
　
　

構　
　
　

成　
　

員
数　
　
　

担　
　

当　
　

業　
　

務

　
　

監
査
役
員　
　
　
　

１
名　

経
理
処
理
の
監
査
業
務
を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

監
査
委
員　
　
　
　

１
名　

監
査
役
員
の
補
佐
業
務
を
行
う
。 

（
活
動
資
金
）

第
11
条　

本
会
の
活
動
資
金
は
、
助
成
金
・
協
賛
金
・
事
業
活
動
に
よ
る
収
益
金
等
を

　
　

充
て
る
。

（
会
計
年
度
）

第
12
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
始
ま
り
翌
年
の
３
月
31
日
に
終
わ
る
。

 
 付　

　

則

　

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

２
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
則
」
は
、
平
成
20
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

　
　

備考　１ 議決点数は、該当地区の総戸数とし、
 　　　  毎年４月に至近の調査戸数を申告する。
 　　 ２ １０戸未満は切り下げとする。

                               総戸数／議決点数 

逆瀬台自治会　　　　　　　　　　　　／

光ガ丘自治会　　　　　　　　　　　  ／

阪急青葉台自治会　　　　　　　　　　／　　

宝梅園団地自治会　　　　　　　　　　／　　　

ゆずり葉台自治会　　　　　　　　　　／　

逆瀬台２丁目自治会　　　　　　　　　／　

阪急逆瀬台アヴェルデ管理組合　　　　／

団地管理組合法人逆瀬川グリーンハイツ　     　 ／

逆瀬川マンション団地管理組合法人　   　／ 

逆瀬川パークマンション管理組合    　／

逆瀬台住宅管理組合　　　　　　　　　／ 

宝塚西山住宅管理組合　　　　　　　　／　　

阪急逆瀬台マンション管理組合　　　　／　　

シャンティー逆瀬川管理組合　　　　　／　

         　合　　計　　　　　　　　 ／ 　　　　　   

自治会及びマンション管理組合

（
名　

称
）

第
１
条　

本
会
は
、「
逆
瀬
台
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
称
し
、
通
称
を
「
ゆ

 
 

　

ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
云
う
。

（
会　

員
）

第
２
条　

本
会
の
会
員
は
、
逆
瀬
台
小
学
校
区
に
居
住
す
る
住
民
と
す
る
。

（
事
務
所
）

第
３
条　

本
会
の
事
務
所
は
、
逆
瀬
台
小
学
校
北
館
「
ゆ
ず
り
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー

　
　

ム
準
備
室
」
内
に
置
く
。

（
目
的
と
活
動
）

第
４
条　

地
域
住
民
参
加
に
よ
る
地
域
文
化
の
創
造
・
生
涯
学
習
・
健
康
福
祉
の
増
進

　
　

・
自
然
保
護
・
生
活
環
境
の
向
上
等
を
目
的
と
す
る
地
域
活
動
を
支
援
し
、
住
民

　
　

相
互
の
交
流
を
図
る
と
共
に
「
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

を
目
指
し
て
活
動
す
る
。 

(

役　

員
）　

第
５
条

　

１　

役
員
は
、
別
表
Ⅰ
の
と
お
り
選
任
す
る
。

　

２　

役
員
の
任
期
は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
と
す
る
。 

た
だ
し
、

　
　
　

再
任
を
妨
げ
な
い
。

　

３　

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
役
員
を
選
任
し
、
就
任
し
た
役
員

　
　
　

の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

(

役
員
会
）

第
６
条

　

１　

役
員
会
は
役
員
で
構
成
し
、
必
要
の
つ
ど
開
催
し
て
、
次
の
事
項
を
審
議
し
決

　
　
　

定
す
る
。

　
　

①　

会
則
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

②　

会
長
、
事
務
局
長
、
活
動
局
長
及
び
監
査
役
員
並
び
に
委
員
の
選
任
に
関
す

　
　
　
　

る
こ
と
。

　
　

③　

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

④　

事
業
計
画
及
び
予
算
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

⑤　

逆
瀬
台
小
学
校
区
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

⑥　

そ
の
他
本
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

　

２　

役
員
会
は
、
会
長
が
招
集
し
、
構
成
員
の
半
数
以
上
の
出
席
（
委
任
状
を
含
む
）

　
　
　

を
も
っ
て
成
立
す
る
。

　

３　

役
員
会
の
議
事
は
、
全
員
の
合
意
に
よ
る
決
定
を
原
則
と
し
、
全
員
の
合
意
に

　
　
　

至
ら
な
い
と
き
は
、
別
表
Ⅱ
の
議
決
点
数
に
よ
り
賛
否
を
決
す
る
。

　

４　

年
度
当
初
（
４
月
）
の
役
員
会
は
定
時
役
員
会
と
し
、
１
項
②
号
、
③
号
及
び

　
　
　

④
号
は
必
定
議
案
と
し
審
議
決
定
す
る
。

　

５　

定
時
役
員
会
の
議
案
は
、
事
務
局
長
が
会
長
、
活
動
局
長
と
協
議
し
て
作
成
し

　
　
　

提
出
す
る
。
た
だ
し
、
事
業
報
告
書
、
決
算
報
告
書
は
、
前
年
度
の
会
長
、
事

　
　
　

務
局
長
、
活
動
局
長
が
作
成
し
提
出
す
る
。

　

６　

役
員
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
を
行
う
。

（
会　

長
）

第
７
条　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括
す
る
と
共
に
、
対
外
業
務
を
行
う
。

(1) 

地
方
分
権
が
進
み
「
宝
塚
市
の
地
域
自
治
制
度
」
を
担
え
る
組
織
づ
く
り
に
向
け
て
議

　

 

決
機
関
は
、
単
位
自
治
会
（
単
位
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
を
含
む
）
か
ら
選
出
し
た
役

　

 

員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

① 

小
学
校
区
の
広
域
に
な
る
と
議
決
の
仕
組
み
が
大
切
で
「
代
議
員
制
度
」
の
確
立
が

 
 
 
 
 

重
要
と
な
る
。
「
逆
瀬
台
小
学
校
区
自
治
会
協
議
会
」
の
充
実
が
重
要
。

　

② 

単
位
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
は
、
財
産
管
理
が
目
的
で
あ
っ
て
自
治
会
制
度
の
組
織

 
 
 
 
 

化
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
宝
塚
市
全
体
と
し
て
「
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会
結
成
の

 
 
 
 
 

促
進
」
を
図
る
。

　
　

 
 
※
 

具
体
的
に
平
成
19
年
12
月
２
日(

日)

宝
塚
市
役
所
で
管
理
組
合
の
理
事
長
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
し
説
明
会
を
開
催
し
た
。

(2) 

議
決
機
関
は
「
役
員
会
」
と
称
す
る
。

　

① 

会
則
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
絵
に
描
い
た
餅
で
は

 
 
 
 
 

な
く
如
何
に
組
織
を
簡
素(

ス
リ
ム)

化
す
る
か
で
あ
る
。

 
 

② 

最
高
議
決
機
関
、
常
任
評
議
会
と
か
評
議
委
員
の
用
語
は
さ
け
住
民
誰
で
も
が
分
か

 
 
 
 
 

る
一
般
用
語
の
「
役
員
会
」
に
し
て
総
会
を
含
む
議
決
機
関
と
し
て
の
会
議
体
を
一

 
 
 
 
 

本
化
し
た
。

 
 

③ 

会
議
体
の
議
論
は
、
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
が
大
切
で
あ
り
二
重
構
造
の
組
織
は
不
要

 
 
 
 
 

で
あ
る
。

　

④ 

組
織
の
牽
制
制
度
は
大
切
で
あ
る
が
、
議
決
機
関
に
お
い
て
実
践
活
動
の
汗
を
か
か

 
 
 
 
 

な
い
人
達
が
議
決
だ
け
の
権
利
主
張
を
さ
れ
て
も
、
執
行
機
関
に
は
十
分
な
理
解
が

 
 
 
 
 

得
ら
れ
な
い
。

 
 

⑤ 

会
長
、
事
務
局
長
、
活
動
局
長
、
監
査
役
員
の
各
１
名
は
役
員
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
選

 
 
 
 
 

任
す
る
。
こ
れ
は
組
織
の
一
貫
性
及
び
議
決
と
執
行
の
ス
ム
ー
ズ
な
協
働
を
図
る
た

 
 
 
 
 

め
で
あ
る
。

(3) 

組
織
の
柱

　

① 

組
織
の
柱
が
議
決
機
関
「
役
員
会
」
及
び
執
行
機
関
の
「
事
務
局
」
と
「
活
動
局
」

 
 
 
 
 

に
な
っ
た
こ
と
は
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
画
期
的
発
想
で
あ
る
。

　

② 

宝
塚
市
は
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」「
市
民
参
加
条
例
」
が
あ
る
が
、「
宝
塚
市
ま

 
 
 
 
 

ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
関
す
る
条
例
は
な
い
。
現
状
と
し
て
民
生
委
員
、
防
犯
推
進

 
 
 
 
 

委
員
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
、
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
な
ど
多
数
の
分
野
別
に
よ

 
 
 
 
 

る
縦
割
り
行
政
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
活
動
局
の
ボ
ラ
ン
テ

 
 
 
 
 

ィ
ア
組
織
の
活
動
は
、
自
律
と
参
画
に
よ
る
「
個
人
・
活
動
団
体
」
を
如
何
に
支
援

 
 
 
 
 

す
る
か
に
あ
る
。

　

③ 

会
則
改
正
は
、
住
民
の
個
人
及
び
団
体
の
提
案
権
や
活
動
権
を
基
本
に
し
て
お
り
、

 
 
 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

 
 
 
 
 

員
（
部
会
長
）
は
、
主
体
的
に
部
会
を
結
成
さ
せ
活
動
し
や
す
い
組
織
と
な
っ
た
。

(4) 

議
決
に
関
し
て
話
合
い
に
よ
る
合
意
を
基
本
と
す
る
が
、
全
員
の
合
意
に
至
ら
な
い
と

 
 
 

き
は
、
全
住
民
の
公
平
性
を
期
す
た
め
「
議
決
点
数
」
制
度
を
設
け
る
。
こ
れ
は
画
期

 
 
 

的
方
策
で
あ
る
。

(5) 

小
学
校
区
の
地
域
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
は
、「
会
則
」
の
運
用
を
上
手
く
や
る
こ
と
と

 
 
 

広
報
紙
や
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
「
情
報
の
受
・
発
信
」
の
充
実
そ
れ
に
「
人
材
」
確
保
、

 
 
 

特
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
は
人
望
・
人
格
に
優
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
ん
な
が
楽
し
く
や
れ

 
 
 

る
一
語
に
つ
き
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　
　

上


